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１．はじめに
金沢大学文化人類学研究室では、毎年石川県内の地域を選んで、８日間の滞在調査とその
後の補充調査を含むフィールドワークをおこなっているが、そこで毎年印象づけられるのは
専業農家の少なさである。どの地域もたいていは数人の高齢の専業農家の方がいて、近隣の
世帯の士地の耕作を請け負う一方で、大部分の世帯は農業以外の仕事を主たる生業にしてい
る。
今回私たちが聞き取りを行った雲津､小泊､伏見､高波でも専業農家の数は少ない｡だから2009
年９月の本調査中に、小泊に専業農家をしている若い方がいると聞いた時に、私は興味をそそら
れた。そして、そのＡさん（男性、３３歳）は大変多|亡な時期だったにもかかわらず､農業の作業
場で私たちのために、ご自身が行われている農業の試みについて、二時間以上も語ってくださっ
た。
以下では､Ａさんのお話にもとづき､ひとりの若い農業従事者の取り組みを記述してゆきたい。
Ａさんについては既に３章でも触れられているが、本章ではＡさんの取り組みをより具体的に報
告したいと思う。
2．若き農業従事者への聞き取りから
Ａさんは今年33歳になる。家族には母（61歳)、妻（32歳）に、息子（7歳）と娘（1歳）が
いる。趣味や自家消費のためにおこなわれているのを除いて、小泊地区で数少ない農業従事者の
一人である｡Ａさんの農業のやり方の特徴は､農業をやると同時に会社に勤めていることである。
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しかし、通常考えられるように、会社勤務が主で農業が余暇というのではなく、農業を主にし、
農業のやり方についてもさまざまな夢をもち、工夫を続けている。
Ａさんには2009年８月２日（日）午前に、農業作業場にて話を聞いた。それを基に以下では、
Ａさんのたどってきた道や農業のやり方を紹介する。記述中で括弧に入れた部分は、別に注意書
きをつけている場合を除いて、Ａさんの発言の引用である。
2.1農業従事者
小泊の人々の生業は、畑．田んぼ゛漁業の３つからなっているという。この３つを同時にやっ
ている人も多いが､｢畑をやっている人は畑を中心にしている｡田んぼなら田んぼを中心にする｣、
などそれぞれに違った力点の置き方をしている。
小泊には畑を中心にやっている人もいる。カボチャを植えているが、「能登えびすカボチャ」と
いうもので､大阪などにも出荷されているという。またスイカを作っている人もいる｡＿方で､｢畑
は田んぼの三倍かかる」とＡさんはおっしゃった。三倍かかるのは手間と労働のことである。現
在のところＡさんの生業は、米作りと会社勤めであるl・
小泊のみならず珠洲市で、本格的に農業をやっている若者は殆どいないｂ正院のＢさんが一番
若くて、２８歳ぐらいであるが、２０歳代ではこの人が唯一の農業従事者とのことである。Ａさんに
よると、３０歳代でも４，５人しかおらず、農業従事者の多くは60～70歳代である。
2ユ小泊の田んぼ
小泊の田んぼは集落から離れている｡その理由は､川に近いところに田んぼを作るためである。
だから紀の川の仰||沿いに田んぼが多い。紀の川には、上流にある寺家（じけ）のダムからも流
水してくれる。
小泊の田んぼの特徴は、そばに溜池がたくさんあることである。住宅地図を見ても、いくつか
の大きな溜池が描かれている。水に恵まれない小泊の田んぼは、溜池を掘って、地中から湧き出
す水を溜めておき、それを田んぼの用水として使ってきた。しかし、やはり溜池での水調達には
限界があるとＡさんは言う。溜池による水調達では、雨が少ないとしには－シーズン水がもつか
どうか微妙である。周辺に高い山がないので、この辺の田んぼは、「水は都合が悪い｡」
また小泊の田んぼは沼田で、なかなか水が引かないと言う。そのために機械を入れるのが難し
い。後述するように、機械を用いた大規模農業をおこなうＡさんは、ダンプで「ダストや砕石」
を入れて、沼田の改良を試みている。また重機を用いて畦直しなどをしている。
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２３就農前
Ａさんは、高校卒業後に、「オヤジと喧嘩して」滋賀県に行き、そこで三年間働いた。自動車を
いじるのが好きだったし、トラックに乗れば一日中車を運転できると思い、運送会社に入った。
そこで運んだのは、近江米や近江野菜ばかりだった。「これは儂業から）逃れられんわ」と思っ
たと、Ａさんは聞き取りの際に回想した。
滋賀県の運送会社で三年働いたところで、「オヤジが倒れて」珠洲の実家に戻り、家の仕事をす
るようになった。Ａさんの父親は、小泊でよく見られたように、農業の傍ら漁業もしていた。Ａ
さんの父は漁に出て事故に遭い､入院することになった｡結局､７年間の入院生活を送った末に亡
くなった。
Ｍ独身時代の農業と出稼ぎ
子供の頃から農作業を手伝っていたので、農業に関する知識はあったし、その後独学で覚える
ことが出来た｡実家へ戻ってきたＡさんは､農業をするほか､出稼ぎに出た｡独身時代の７年間、
冬場はひとりで富山に働きに行った｡収穫後の10月の終わりから翌年４月半ばまでの時期である。
この間、月に一回休みが取れた。仕事は酒造りだった（酒造りの出稼ぎについては５章も参照の
こと)。能登杜氏で有名な在所には、他にもたくさんの人たちが酒造りの出稼ぎに出ていたが、神
戸など他所に行っていた。酒造りの出稼ぎ先は、「杜氏組合」が紹介してくれるのだという。酒造
りと言っても、それぞれの蔵ごとに仕事が違うので、ひとつの蔵に行けば最低五年は続けてやる
べきで、多くの人は５年から10年間は同じ蔵に続けて通う。今でも小泊のＣさん（男性､７３歳）
などは、杜氏として働いている。
2.5結婚後の農業と会社勤め；労働配分
結婚後Ａさんは、独身時代のようにひとりで出稼ぎに行くことはしなくなった。現在は輪島の
大谷にある建設会社に勤めながら、農業（米作）に従事している。Ａさんの母親には、本格的な
農業の仕事はやめてもらい、子供を見てもらっている。畑は、Ａさんの母が、自分たちで食べた
り親戚にあげる程度のものをやっているのみで、販売目的ではやっていない。Ａさんの妻も勤め
ている。野々江の総合病院で看護師として働いているために忙しく、夜勤もあるために不規則な
仕事である。Ａさんには、姉と妹がいるが、それぞれ蛸島と能美市に嫁いで住んでいるて、珠illll
の実家の家計とは離れている。つまり、Ａ家の農業は、水田による米作りに特化し、会社にも勤
めるＡさんひとりで大部分の作業をやっている。そして、広い田んぼで機械を使って耕作するこ
とで、人的な労働力投下を最小限にしているのである。
会社勤務と農業に従事するＡさんはしかし、勤務の合間に農業をおこなうというイメージとは
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ことなった人物である。Ａさんが勤める建設会社の社長も、農業をやっている。そのために農業
に理解があり、Ａさんも農繁期の４月末から５月にかけてと９月の頭から10月の終わりまでは、
長い休みをもらう。最初からそういう条件で働いているのだという。自分も農業をやっている社
長も分かってくれるし、他の社員も同様に農繁期に休みを取る人が多くいるそうだ６
Ａさんの勤める建設会社の仕事が忙しくなるのは､９月頃からである｡建設会社であるために公
共事業関係の仕事が多いが､６月頃に補正予算が成立すると、その仕事が入ってくるのは９月から
になる｡９月は稲刈りの時期でもある。本当は会社の仕事もあるが、もともと農業で|亡しいときに
は休ませてもらおうという条件で会社に入ったので､休みを取る。「仕事の多い時期に会社には人
がいないということになっている」とＡさんは言って笑った。会社の社長は今、ソバと小麦をや
っている（育てている)。それで､Ａさんは｢会社に行っても、ソバと小麦をやらされる」と言う。
農業従事者に理解がある会社である他に、仕事上も自由な雰囲気を持つ会社であるらしい。
2.6現在の農業
現在､Ａさんは65,000平米（6町５反）の田んぼをやっている。Ａさんの家はもともと3,000
平米の田んぼを持っていたが、耕地整理以後拡大し、現在は自分の田んぼの他に、他人の田んぼ
も頼まれて耕作している。大規模な耕作には、機械が用いられる。
請負耕作を始めたのは、「耕地整理｣の行われた14年前（平成７年＝1995年）からである。そ
の時に、「二条)<l｣りのコンバイン３台」を買った。「農地整理」は県の方から来た話で、当時Ａさ
んの父親が在所の耕地整理を推進する役割を担っていた。Ａさんの父と、現在「(有）グリーン開
発」をやっている引砂のＤさんの三軒で「ライスワーク三崎」という組織を作った（現在はji轍
している)。ライスワークヨ崎は大型の機械を購入して、「－枚一万平米」の広い田んぼを耕作し
始めた。
農業機械は個人で購入するという。Ａさんは｢認定農家」（認定農業者）だが、機械を買うため
にグループでローンを申請するには、まずグループとしての認定申請が必要で、手続きはひどく
面倒だという。個人でローンを申請したとしても、「農協」ＯＡ）はローン承認が遅くかつとても
面倒である。だからＡさんは「ローン会社｣からお金を借りて機械を買っている。「借金だらけだ
から、働かなきゃいけない」とおっしゃった。
現在、Ａさんがやっている米作りでも、田植え、刈り取り、乾|桑、籾摺り、選月Ⅱ、軽量、刈り
払い（草)<りり）といった各段階で機械が必要になる。家族の中で、農業に本格的に従事している
のがＡさんひとりだという事情もある。現在、例えば「刈り払い」にも、より大型の畦の草刈り
用、より′｣型の草X'｣り用、肩に掛けて担ぐ型のものと三種類の機械を使用している。所有する中
型コンバインは､定価で650万円もするものである（もちろんそれよりも安く買ったのであるが、
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写真1)。どの機械も耐用年数は５年ぐ
らいだが、より長く使おうと努め、だ
いたい５年から１０年ぐらいは使うと
いう。
機械を使った米作りは､昔の米作り
とは違う。例えば米の収穫の時には、
稲を天日干しせず､刈り取りしてすぐ
に乾燥にかける。Ａさんの作業場には
乾燥機も複数台ある。その乾燥機が、
写真１Ａさんのコンバイン 米の収穫時には昼夜フル回転する。す
ぐに乾燥させずに置いておくと、半透明の米が乳白色になってしまうからである。昔は、米は天
日で乾燥していた。「今はそんなことはできない」とＡさんは言う。ハザカケ（田んぼの横に木を
組んで、そこに刈り取った稲束を掛けて天日で乾燥させること）をすれば、それを管理しなけれ
ばならず、他のことができない。雨が降ったり、台風が来れば、米が濡れてしまう。ハザカケし
た米をひとりで何日も見ているのは不可能である。
米の等級として現在は「特等」というものはなくなった。しかしかつて「特等」を取ったこと
がある魚招産コシヒカリは､今でも大きなブランドである。「ブランド(のもつ意味)は大きい｣。
一等だと値段が全く違う。－俵当たりの価格が全く違う。６０キロ（－俵）で1,500円から２，０００
円も値段が違うこともあった。現在は少し落ち着いて1,000円ぐらいの違いであるが。
植える米の種類も、昔と今では異なる。Ａさんの父親は、コシヒカリのみを植えていた。当時
の田んぼの面積は３町歩だけだった。田んぼが小さかったので刈り取ることができたが、田んぼ
が大きくなると刈り取りの仕事が追いつかない。刈り取りが遅れることは、品質の低下、そして
収入の低下となる。広い田んぼを機械をつかって殆どひとりで耕作しているＡさんは、多品種の
米を植えている。その理由のひとつは､刈り取りの仕事を問に合わせるためである｡刈り取りは、
－週間でやるのが適期であるが､コシヒカリでは二週間から２０日間かかるという｡Ａさんは現在、
官鐙ひかり、ひとめぼれ、コシヒカリ、かく゛らもち（餅米）を植えている２．米は実る時期の早遅
で、大まかに「ワセ」（早稲)、「ナカテ」（中稲)、「オクテ」（晩稲）に分かれるが、能登ひかりは
ワセ、ひとめぼれとコシヒカリはナカテ、かく゛らもちはオクテである。このように植える米の品
種を混ぜることによって、刈り取りの時期をずらすことができる。刈り取りの時期をずらすこと
で、刈り取りの仕事を分散し、間に合わせることができるのである。
1１５
2.7米の流通と販売
作ったお米は、半分を儂協」（JA）に出し、半分を自主流通米として出している。自主流通米
で売る先は、口コミやチラシで知ってくれた先である。珠洲や能都町の人であれば、だれ誰がど
こでどういうものを作っていると聞けば、食べてみたいと思って、評判を聞いて電話がかけてく
ることもある。そういう人が－度食べてみて美味しいと思えば、また買ってくれる。珠洲の南方
に小木という漁業地区があるが、そこの漁師は船に米をたくさん積んで漁に出てゆく。漁に出て
ご飯を一度だけでなく複数回食べるためである。そこの漁師でＡさんのお米を気に入って買って
くれる人がいるそうだb他にも大阪や京都にお客さんがいる。大阪は個人客である。京都はホル
モン焼きの店で、Ａさんのお米を気に入って定期的に買ってくれるようになった。以来、Ａさん
のお米を提供するようになって店でもお米がよく出る（売れる）ようになったという。「向こうは
経費だからね。こっちは収入になるけど｡」飲食店主が食べるお米も、店の経費で落とせるが、Ａ
さんのほうはなんであれ収入になるからいいことだというのである。
米の販売についてＡさんは、こちらからあまりアピールはせずに、ちらしをいつも買ってくる
お客さんに渡して予約してもらったりする程度だという。ちらしは「姉ちゃん」（Ａさんの姉）の
助けでワープロで作ったものだそうである。「インターネットは最後の手段だと思っている」とＡ
さん言い、当面はインターネットを販売に活用することは考えていないようであった。
２．８さまざまな工夫
Ａさんの「じいちゃん」（父）が米を作っていたときには､３０平米の田んぼを、牛糞や馬糞を使
って、有機耕作していた。この30平米の田んぼは、自分の家で食べたり親戚に上げたりする米を
作る自家消費用の田んぼだった。そこで有機耕作をおこなっていたのは、世間でエコ意識がさか
んに取り上げられるようになるずっと以前の時代である。
Ａさんは毎年方法を変えて、減農薬・半有機農業に取り組んでいる。減農薬栽培は雑草との戦
いで、どういう風に農薬を減らすか日々考えている。現在、米の一部、ヒトメボレとコシヒカリ
とを半有機栽培している。鶏糞を試用しているが、鶏糞は寒冷地に強いと言われているのがその
理由である。こうした'情報は、仲間内での`情報交換や雑誌などから仕入れているそうだ６半有機
栽培をするようになったのは、「やっぱり子供ができてからでしよ」とＡさんはおっしゃった。一
方、半有機栽培米をいずれはブランド化出来ないかという気持ちもあるそうである。
無農薬栽培というものは不可能だとＡさんはおっしゃる。何故なら「売れない」から。無農薬
栽培だと米粒が乳白色になったり（乳白米)、青い粒になったりするが、味はどうであれこのよう
なものは「仲買いに引き取ってもらえない」そうである。そしてそれは消費者が米の見た目を気
にして買おうとしないことがもともとの原因だという。
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「第一次産業企業参入」というものが、農業の新しい動きとしてあるという3．第二次産業、第
三次産業に従事する企業が、第一次産業の農家に資本援助し、その代わりに出来た農産物を自社
ブランドとして売ったりすることだという。行政からも補助金が出る。昨年（2008年）には例え
ば、ユニクロが能登の農家と契約して、ハウストマトを自社店舗に並べて売ったりした。埼玉か
どこか関東の店舗に数ヶ月並べていただけなので石川県の人には知られていないようであり、ま
たユニクロはこの試みからすでに撤退している。Ａさんもすぐにどこかの企業と協力したいと思
っているわけではないようである。しかし、行政には第一次産業企業参入のための窓口があるそ
うで、そのような情報をもっていらした。
3．おわりに
昔と違い、地域社会にお話をうかがいにいっても、農業に従事している人は少ない。農業をや
っている人も、多くは「飯米農家」と呼ばれるような、自家消費のために別の仕事の傍らに小規
模にやっている方々である。小泊で大規模に農業をやっている方としてＡさんを知り、３３歳の若
さだということで、さらに興味を引かれた。そして、Ａさんのお話は、期待通りあるいはそれ以
上の、面白いお話だった。
会社勤めをしながら、請負を含めて大規模な米作りをしているＡさんには、独自の戦略のよう
なものがあるように思えた。家族の中で殆どひとりで農業に従事されているので、手間がかかる
畑作はやらずに、広い田んぼで機会によって米作りをなさっている。投下できる時間と労働力は
限られているので、栽培する米の品種を多様化して刈り入れ時期を分散するなど、多くの工夫が
見られた。さらに、半有機栽培の試みや自主流通米としての販売の方法についての話を聞いて、
農業を創造的な仕事として喜びをもって従事されているという印象を受けた。伏見に暮らす別の
専業農家の方(男性､５０歳代）がおっしゃっていたが、「農業では自分が社長」であり、思い通り
に出来る。いろいろな工夫や新しい試みをしながら米作りをされているＡさんにも、同じような
思いがあるように感じられた。
小泊の生業は、畑・田んぼ・漁業からなっているそうである。Ａさんはこのうち、米作りに特
化されている。しかしそのＡさんも時々趣味で漁を楽しんでおられる。聞き取りをおこなった８
月初めの時期、夏には大きな「牡蠣貝」（能登では単に「牡蠣」と言うよりも「牡蠣貝」と言うこ
とが多いようである）が獲れるそうだb大きくて肉厚のもので「能登黄金牡蠣」というそうであ
る。Ａさんのお母さんも、浅瀬でお腹をまげて海を覗き込みながら、サザエを獲っていらっしゃ
るそうだ６米作りについて話すＡさんには、ひとりの独立した事業主としての暹しさと喜びとが
感じられる。一方、Ａさんが漁について話されるときには、思わず夢中になってしまう子供の遊
1１７
びのような楽しさが漁にはあるのだなと思わせられた。
注
'Ａさんは「ハウス」（ピニールハウス）で育苗しているが、そうするとどうしてもハウスの士に残留農薬が
残るそうである。したがって、同じハウスでB1Iの時期に野菜を作ることは出来ないそうである。
Zこの他に米には、「白山もち｣、「五百万石」楢米)、「ゆめみづほ」（ワセ）などがあると教えてくださった。
3企業等が農業へ参入する制度を指す6石)11県では､農林水産部農業jEk策化中産間地域振興室が窓口となって
いる（httpWWwwU巳fiShikawajp/housei/hurusato/Sannyu/index・htm)。
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